
自
治
連
合
会
は
８
月

22
日
、
町

内
会
長
を
対
象
に
志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。

町
内
会
長
全
員
の
ほ
か
関
係
者
を

含
め

13
人
が
参
加
、
市
危
機
管
理

課
の
岡
野
、
織
田
の
両
氏
が
同
制
度

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を
行
い
、

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
班
長
を
中
心
と
し
た
説
明

会
を
計
画
し
理
解
を
深
め
た
の
ち
、

住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
周
知

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
質
疑
・
意
見
は
次

の
通
り
。

【
質
疑
】

Ｑ

志
津
南
地
区
の
９

町
内
の
自
治
会
長
は
、

具
体
的
に
ど
う
い
う
動

き
を
す
る
の
か
。

Ａ

10
月
か
ら
民
生
委

員
に
よ
り
要
援
護
者
の

お
宅
へ
の
訪
問
活
動
を

始
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
町

内
の
啓
発
、
周
知
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ

現
状
と
し
て
、
地

域
住
民
に
対
す
る
周
知

が
行
き
渡
っ
て
い
な
い

と
思
う
。
次
回
の
各
町

内
の
役
員
会
で
、
班
長

等
の
役
員
に
制
度
の
趣

旨
を
説
明
し
、
各
家
庭

へ
の
説
明
は
班
長
が
行

う
こ
と
を
考
え
た
い
が
。

Ｑ

現
時
点
で
は
町
内
の
班
長
が
こ

の
制
度
を
各
家
庭
に
説
明
は
出
来
な

い
と
思
う
。
研
修
が
必
要
で
は
。

Ａ

町
内
で
研
修
等
を
実
施
さ
れ
る

際
に
出
席
要
請
が
あ
れ
ば
、
出
席
し

て
説
明
し
た
い
。

Ｑ

要
援
護
者
の
対
象
者
に
対
し
て
、

制
度
の
周
知
と
か
民
生
委
員
が
訪
問

す
る
旨
の
通
知
は
市
か
ら
出
す
の
か
。

Ａ

ま
ず
は
制
度
の
周
知
と
民
生
委

員
が
訪
問
す
る
旨
の
連
絡
を
回
覧
と

い
う
形
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ

個
別
援
護
者
プ
ラ
ン
を
町
内
会

長
が
保
管
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

有
事
の
際
は
、
保
管
場
所
が
倒
壊
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
か
ら
広
域
避
難
所
（
小
学
校
、

公
民
館
な
ど
）
に
保
管
す
る
な
ど
、

有
事
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ

当
地
域
は
、
町
内
会
長
は
毎
年

変
わ
る
。
そ
う
意
味
か
ら
も
公
的
機

関
保
管
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

Ａ

小
学
校
な
ど
で
は
有
事
の
際
、

玄
関
等
に
鍵
が
掛
か
っ
て
お
り
、
緊

急
に
活
用
で
き
な
い
と
判
断
し
対
象

と
し
な
か
っ
た
が
、
ご
意
見
の
趣
旨

も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
み
た
い
。

【
意
見
】

◇
要
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。

隣
近
所
の
周
り
の
何
人
か
が
要
援
護

者
の
状
況
を
知
っ
て
い
れ
ば
い
い
。

町
内
会
長
は
、
ど
こ
に
要
援
護
者
が

住
ん
で
い
る
の
か
リ
ス
ト
を
把
握
し

て
お
け
ば
よ
い
。
ま
ず
、
ソ
フ
ト
面

が
基
本
で
あ
る
。

◇
支
援
者
は
数
多
く
の
人
が
い
る

方
が
よ
い
。
社
協
で
は
福
祉
委
員
制

度
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
住

民
同
士
の
助
け
合
い
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

◇
助
け
合
い
の
精
神
が
必
要
。
支

援
者
は
日
常
生
活
の
中
で
援
護
者
の

方
の
状
況
を
知
っ
て
お
く
事
が
大
切

で
あ
る
。

◇
基
本
的
に
は
普
段
の
生
活
の
中

で
の
関
係
が
一
番
大
切
で
あ
る
が
、

有
事
の
際
の
制
度
と
し
て
も
確
か
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。粕

谷
自
治
連
合
会
長
談

志
津
南
地
区
で
は
、
自
主
防
災
連
絡

会
の
中
で
十
分
検
討
し
て
い
た
だ
く

と
も
に
、
近
隣
住
民
の
和
を
広
げ
て

い
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
ま
た
、
有

事
の
際
の
第
一
避
難
場
所
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
大
切
だ
。

（
自
治
連
合
会
）

志
津
南
地
区
自
主
防
災
連
絡
会

（
結
城
隆
之
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

災
害
発
生
時
、
そ
の
他
防
災
活
動
に

備
え
て
各
町
内
会
役
員
（
班
長
含
む
）

が
着
用
す
る
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
計

83
個
を
購
入
、
各
町
防
災
部
長
を

通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
前
年
来
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
担
当
責
任

を
明
示
す
る
た
め
会
長
用
は
３
本
、

副
会
長
が
２
本
、
残
り
は
１
本
の
赤

い
線
が
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て
い
ま
す
。

一
個
２
５
０
０
円
で
市
か
ら
３
分
の

１
の
補
助
を
受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
防
災
訓
練
や
消
火
訓
練

な
ど
の
際
に
も
使
用
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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災
害
時
支
援
制
度
説
明
会
を
開
催

町
内
会
長
を
対
象
に
周
知
図
る

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
説
明
会

自
主
防
災
会
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

自
主
防
災
会
が
購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
（
右
端
が
町
内
会
長
用
）



志
津
南
地
区
地
域

協
働
合
校
（
岩
井
淑

郎
会
長
）
は
８
月
７

日
、
８
日
の
２
日
間
、

「
自
立
」
を
テ
ー
マ

に
宿
泊
体
験
を
開
催
、

４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の

14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
後
１
時
に
開
校

し
た
あ
と
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
決

め
た
メ
ニ
ュ
ー
を
確

認
、
班
ご
と
に
ス
タ
ー
に
出
か
け

「
ど
れ
が
安
い
か
な
？
ど
っ
ち
に
す

る
？
」
と
相
談
し
な
が
ら
買
い
物
し

ま
し
た
。

夕
方
か
ら
、
地
域
の
方
や
各
種
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
各
班
ご
と

に
夕
食
作
り
を
し
ま
し
た
。
カ
レ
ー
、

プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
、
豚
丼
、
チ
ョ

コ
パ
フ
ェ
な
ど
を
作
り
、
大
人
も
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
く
会
食
し
ま
し
た
。

夕
食
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
立
命

館
大
学
天
文
研
究
会
に
よ
る
手
作
り

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
公
演
。
会
議
室
に

設
営
さ
れ
た
手
作
り
ド
ー
ム
の
中
で
、

夏
の
星
座
や
秋
の
星
座
、
神
話
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
、
映
し
出
さ
れ
る

星
座
を
見
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
若
草
中
央
公
園
で
天
体

観
察
の
予
定
で
し
た
が
、
曇
っ
て
い

た
た
め
観
測
は
で
き
ず
、
設
置
し
て

い
た
天
体
望
遠
鏡
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。二

日
目
は
、
６
時
半
か
ら
若
寿
会

の
協
力
を
得
て
ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
食

の
あ
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
探
検
の
た
め

立
命
館
大
学
へ
。
同
大
学
生
、
田
さ

ん
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
キ
ャ
ン

パ
ス
内
を
探
検
。
大
教
室
で
は
、
大

学
と
小
学
校
の
授
業
の
進
め
方
の
違

い
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
が
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
学
し

ま
し
た
。

ま
た
、
テ
ク
ノ
コ
ン
プ
レ
ク
ス
で

は
、
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
を
体
験

し
ま
し
た
。
中
で
も
、
特
に
子
ど
も

た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
薬
学

部
の
見
学
で
し
た
。
教
授
の
先
生
が
、

薬
の
話
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く

説
明
、
デ
モ
（
実
演
）
し
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
、
身
を
乗
り

出
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
文
化
財
保
護
課
の
職
員

の
方
が
、
ク
イ
ン
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
の

地
下
に
眠
っ
て
い
る
「
木
瓜
原
遺
跡
」

（
７
世
紀
頃
の
も
の
で
、
当
時
の
製

鉄
所
跡
）
に
つ
い
て
説
明
、
子
ど
も

た
ち
は
、
不
思
議
そ
う
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

閉
校
式
で
は
、
各
班
ご
と
に
２
日

間
の
ま
と
め
を
色
画
用
紙
に
書
き
、

発
表
し
ま
し
た
。
ま
と
め
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー
サ
ロ
ン
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。暑

い
中
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
地

域
の
方
々
、
各
種
団
体
、
志
津
南
小

の
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

夏
休
み
期
間
中
の
７

月

21
日
か
ら
８
月
６

日
ま
で
の
前
期
と
、
８

月

23
日
か
ら

31
日
ま

で
の
後
期
あ
わ
せ
て

20
日
間
、
地
域
内
の

各
公
園
で
７
時

30
分

か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
実

施
、
延
べ
３
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

小
学
生
だ
け
で
な
く
、

未
就
学
児
の
子
ど
も
た

ち
も
、
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
元

気
よ
く
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

特
に
中
央
公
園
で
は
奥
田
隆
三

（
若
寿
会
代
表
）
さ
ん
の
指
導
で
第

一
、
第
二
体
操
ま
で
行
い
、
若
寿
会

の
み
な
さ
ん
と
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く

世
代
を
こ
え
て
の
交
流
が
出
来
ま
し

た
。近

所
付
き
合
い
が
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
い
い

出
会
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も

20
日
間
を
通
し
安
全
面

の
見
守
り
等
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
で
事
故
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
部
）
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ラ
ジ
オ
体
操
に
３
千
人
超
参
加

協
働
合
校
が
宿
泊
体
験

「
自
立
」
テ
ー
マ
に
大
学
探
検
な
ど

木瓜原遺跡を見学する子どもたち（立命館

大学びわこ・くさつキャンパス）
若
草
と
青
山
の
境
界
に
位
置
す

る
防
災
池
「
伯
母
川
調
整
池
」
の

浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
工
事
が
８

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
設
後
初
め
て
の
浚
渫
工
事
で
、

お
よ
そ
三
十
年
分
の
堆
積
土
砂
の

排
出
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

池
周
辺
の
町
内
会
か
ら
花
粉
被
害

の
訴
え
が
あ
り
、
県
に
要
望
し
た

結
果
、
今
回
の
保
全
工
事
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

確
か
に
池
と
い
っ
て
も
水
面
は

見
え
ず
、
湿
地
と
化
し
た
池
に
は
、

群
生
し
た
雑
草
ば
か
り
か
樹
木
ま

で
生
え
伸
び
て
、
広
大
な
原
野
さ

な
が
ら
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。既

に
池
を
取
り
巻
く
土
手
の
草

刈
り
は
終
わ
り
、
す
っ
き
り
サ
ッ

パ
リ
。
防
災
用
調
整
池
で
天
災
を

予
防
す
る
施
設
も
、
放
置
す
れ
ば

環
境
悪
化
装
置
と
も
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
受
益
共
有
施
設
と
し
て
、

保
守
監
理
状
況
は
見
守
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

工
事
期
間
は
10
月
20
日
ま
で
。

監
理
窓
口
は
県
の
砂
防
河
川
課
。

工
事
車
両
が
若
草
中
央
通
り
か
ら

県
道
２
号
線
を
走
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
志
津
南
地
区
自
治
連
合
会
）

調
整
池
の
浚
渫
工
事
始
ま
る

元気よくラジオ体操する子どもたち（中央公園）

工事が始まった調整池



ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
厳
し
い
８
月

25
日
、
第
５
回
や
す
ら
ぎ
学
級
が

開
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
夢
う
さ
ぎ
さ
ん

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
と
べ
な
い
ホ

タ
ル
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
＝
写
真
。

羽
が
折
れ
て
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
や
、

嵐
で
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル

が
、
仲
間
と
助
け
あ
っ
て
、
安
全

な
住
処
を
求
め
て
旅
に

出
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

色
と
り
ど
り
の
か
わ
い

い
７
匹
の
ホ
タ
ル
が
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
。
楽

し
い
、
そ
し
て
胸
に

キ
ュ
ン
と
く
る

90
分

で
し
た
。

ほ
ん
と
の
優
し
さ
っ

て
何
だ
ろ
う
？
仲
間
っ

て
何
だ
ろ
う
？
自
分
の

で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
？
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
ホ

タ
ル
た
ち
と
楽
し
く
歌
っ

た
り
、
お
友
達
の
こ

と
を
思
っ
た
り
心
温
ま
る
講
座
に
な

り
ま
し
た
。

「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
！
」

と
言
う
「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
の
こ

と
ば
が
、
心
に
ほ
ん
わ
か
と
残
っ
た

夏
の
午
後
で
し
た
。

人
権
講
座
・
第
三
講
座
（
同
推
協
・

市
民
セ
ン
タ
ー
共
催
）
が
８
月

28

日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー
の
田
中
守
さ

ん
が
「
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社
会
」

と
い
う
標
題
で
講
演
し
ま
し
た
＝
写

真
。田

中
さ
ん
は
用
意
し
た
４
枚

の
資
料
を
使
い
、
受
講
生
も
参

加
し
て
話
を
進
め
ま
し
た
。

最
初
に
、
ひ
と
つ
の
漢
字
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
て
み

る
と
、
い
く
つ
も
の
漢
字
が
か

く
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
さ
れ

る
と
受
講
生
が
驚
き
の
声
。
家

系
図
で
は
何
代
も
前
の
先
祖
の

名
前
が
書
け
る
か
と
言
え
ば
、

ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
、
ま
た
Ｃ

型
肝
炎
の
知
識
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
で
は
一
般
認
知
度
は
低
く
、

常
日
頃
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉

に
も
、
思
わ
ぬ
差
別
が
潜
ん
で
い
る

と
知
り
「
気
付
い
て
な
か
っ
た
こ
と

に
気
付
け
た
」
と
い
う
声
が
も
れ
て

い
ま
し
た
。

ま
ち
が
っ
た
認
識
を
持
っ
て
い
る

方
に
は
正
し
く
伝
え
る
こ
と
、
隣
で

苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
れ
ば
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
な
ど
今
後
の
町
内
学
習
懇

談
会
に
向
け
て
参
考
に
な
る
話
が
聞

け
ま
し
た
。

町
内
学
習
懇
談
会
の
日
程
が
次

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

若
草
一
丁
目

10
月
10
日
（
日
）

10
時
00
分
～

11
時
30
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

若
草
二
丁
目

10
月
９
日
（
土
）

19
時
00
分
～

20
時
00
分

若
草
第
一
集
会
所

若
草
三
丁
目

10
月
10
日
（
日
）

10
時
30
分
～

12
時
00
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
会
議
室
）

若
草
四
丁
目

10
月
23
日
（
土
）

19
時
30
分
～

21
時
00
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

若
草
五
丁
目

10
月
17
日
（
日
）

17
時
30
分
～

19
時
00
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的
室
）

若
草
六
丁
目

10
月
２
日
（
土
）

19
時
00
分
～

20
時
30
分

若
草
第
六
集
会
所

若
草
七
丁
目

10
月
30
日
（
土
）

19
時
00
分
～

20
時
30
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的
室
）

若
草
八
丁
目

10
月
９
日
（
土
）

17
時
30
分
～

19
時
00
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

岡
本
町
西

10
月
９
日
（
土
）

19
時
00
分
～

20
時
30
分

市
民
セ
ン
タ
ー
（
会
議
室
）

市
民
セ
ン
タ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

◇

日

時

10
月

18
日
（
月
）

20
日

（
水
）

22
日
（
金
）

午
前

10
時
～
午
後
３
時

（
休
憩
１
時
間
）

１
回
目

写
真
入
り
案
内
状
づ
く
り

２
回
目

マ
イ
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り

３
回
目

年
賀
状
づ
く
り

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１
回

６
０
０
円

（
１
回
単
位
で
申
し
込
め

ま
す
）

別
途
テ
キ
ス
ト
代
８
０
０

円
程
度
必
要
（
３
回
共
通
）

対

象

草
津
市
在
勤
・
在
住
の
方

文
字
入
力
で
き
る
方

定

員

各
回
10
人
（
先
着
順
）

締
切
り

10
月
９
日

午
後
５
時

申
込
み

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
と
テ
キ
ス
ト
代
は
申
し
込
み

時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
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□9月16日（木）

★ふれあい広場
10：0 0～12：00

□9月18日（土）

☆健康ウォーキング
8：15 若草中央公園集合

□9月22日（水）

★やすらぎ学級
13：30～17：00

□9月25日（土）

☆社会奉仕

8：30 若草中央公園集合

□9月28日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会
10：00～11：30

□10月1日（金）

★定例健康相談日

9：30～12：00 市健康推進課

★ふれあい昼食会

12：00～13：00

ボランティア「泉」

□10月2日（土）

☆健康ウォーキング
8：15 若草中央公園集合

□10月12日（火）

★地域サロン：懐メロを歌う会
10：00～11：30

□10月13日（水）

☆教養文化講座「古今東西」

9：00～16：00

□10月16日（土）

★わんぱく・地域協働合校

10：00～15：00

□毎週金曜日

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00～12：00

若草第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です

人
権
講
座
で
講
演
会

や
す
ら
ぎ
学
級
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

パ
ソ
コ
ン
受
講
生
募
集



志
津
南
地
区
自
主
防
災
連
絡
会

（
結
城
隆
之
会
長
）
は
南
消
防
署
の

協
力
を
得
て
９
月

25
日
（
土
）
午

前
９
時
半
か
ら
、
若
草
中
央
公
園
で

地
域
ぐ
る
み
の
消
火
訓
練
を
行
い
ま

す
。訓

練
に
は
各
町
内
会
長
、
副
会
長
、

部
際
部
長
、
交
通
防
犯
部
長
、
班
長

２
名
）
が
参
加
し
ま
す
が
、
一
般
住

民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

訓
練
は
消
火
器
の
取
り
扱
い
の
ほ

か
、
防
火
水
リ
レ
ー
、
防
災
グ
ッ

ズ
カ
ー
ド
発
見
競
争
消
防
設
備
の
点

検
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
、
町
内
会
役
員
２

名
、
子
ど
も
会
な
ど
住
民
ら
人
数
を

絞
っ
た
上
、
同
時
刻
か
ら
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
で
防
災

ビ
デ
オ
観
賞
や
止
血
法
、
応
急
担
架

づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
す
。

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
中
止
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
を
９
月

26
日
（
日
）
午
前

10

時
か
ら
志
津
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
６
回
志
津
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ

ま
つ
り
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

幅
広
い
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ア
メ
つ
か
み
競
争
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
競
技
種
目
に

創
意
工
夫
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
競
技
種
目

を
調
整
し
て
志
津
南
小
学
校
体
育
館

で
実
施
し
ま
す
。

志
津
南
地
区
子
ど
も
会
で
は
次
の

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
ぶ
ど
う
狩
り

日

時

９
月
23
日
（
秋
分
の
日
）

８
時
15
分
受
け
付
け

８
時
30
分
出
発

15
時
解
散
予
定

場

所

太
田
ぶ
ど
う
園

詳
細
は
お
配
り
し
て
い
ま
す
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◇

▼
５
年
生
リ
ー
ダ
ー
研
修

日

時

10
月
23
日
（
土
曜
日
）

９
時
～

15
時

場

所

ロ
ク
ハ
公
園
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
の
森

対

象

小
学
５
年
生

内

容

野
外
活
動
（
飯
ご
う
炊
さ

ん
ほ
か
）
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長
引
い
た
梅
雨
、
予
報
に
反
す

る
連
日
の
猛
暑
、
こ
の
自
然
界
に

お
け
る
「
常
識
外
」
と
も
い
え
る

異
変
は
「
環
境
破
壊
」
と
い
う

「
人
災
」
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。

わ
が
街
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

あ
る
あ
る
環
境
破
壊
（
人
災
）
、

次
の
よ
う
な
「
珍
現
象
」
が
発
生

し
て
い
た
。

そ
の
一
、
祭
り
は
楽
し
む
が
、

平
気
で
ゴ
ミ

を
ポ
イ
捨
て

る
「

唯
我
独

尊
」
の
Ｋ
Ｙ
人
。

そ
の
二
、
夜
通
し
鳴
き
っ
放
し

で
近
所
中
を
不
眠
に
陥
れ
、
通
行

人
に
は
吠
え
ま
く
る
。
も
う
辛
抱

の
限
界
と
、
飼
い
犬
の
苦
情
を
申

し
出
ら
れ
る
と
「
犬
は
吠
え
る
動

物
で
す
」
と
平
然
と
言
い
返
し
、

最
期
ま
で
躾
け
る
こ
と
も
な
く

「
猫
（
犬
）
可
愛
が
り
」
に
徹
し

た
自
称
「
愛
犬
家
」
。

そ
の
三
、
路
上
駐
車
を
注
意
さ

れ
る
と
「
他
の
人
も
や
っ
て
い
る
」

と
正
当
化
？
し
た
挙
句
、
後
日
に

は
「
他
人
の
路
上
駐
車
」
を
逆
告

発
、
「
注
意
し
に
行
け
」
と
せ
が

む
執
念
深
い
ジ
コ
チ
ュ
ウ
人
。

そ
の
四
、
車
三
台
所
有
、
自
宅

前
に
二
台
路
上
駐
車
。
お
向
か
い

の
車
が
入
出
庫
で
き
な
い
事
態
。

こ
れ
に
対
し
「
ウ
チ
の
車
庫
、
一

台
分
し
か
入
り
ま
せ
ん
ね
ん
」

（
だ
っ
た
ら
い
い
の
？
入
ら
な
い

二
台
は
路
上
で
車
庫
証
明
と
れ
た

の
？
？
そ
れ
よ
り
お
向
か
い
さ
ん

困
っ
て
は
る
ん
で
す
け
ど
）
等
々
、

笑
い
ご
と
で
済
ま
さ
れ
な
い
事
例

が
い
っ
ぱ
い
。

こ
の
よ
う
な
無
神
経
、
常
識
外

な
言
動
に
よ
っ
て
、
確
実
に
隣
人

関
係
は
悪
化
し
て
い
る
。
迷
惑
駐

車
や
騒
音
に
よ
る
物
理
的
な
住
環

境
悪
化
だ
け
で

は
済
ま
な
い
。

住
民
み
ん
な
が

希
望
す
る
「
明
る
く
住
み
良
い
街

づ
く
り
」
を
阻
害
し
、
地
域
住
民

の
ス
ト
レ
ス
を
増
幅
す
る
な
ど
、

「
住
環
境
破
壊
」
と
い
う
「
人
災
」

を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
る

の
だ
。

町
内
会
長
に
ケ
ン
カ
の
仲
裁
を

さ
せ
れ
ば
解
決
す
る
問
題
で
は
な

い
。
街
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る

一
人
ひ
と
り
の
「
こ
こ
ろ
」
が
問

わ
れ
て
い
る
の
だ
。

み
ん
な
の
若
草
を
大
切
に
守
り

育
て
た
い
。
み
ん
な
の
力
で
ね
。

（
若
草
九
丁
目
町
内
会
長
）

ジ
コ
チ
ュ
ウ

26
日
に
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

幾重にも連なる棚

田に青々と育つ稲。

これ、どこか思われるだろうが、

実は岡本町西の住宅団地北側の田

んぼ。山手幹線（県道２号）の歩

道橋の上から撮影したものである。

農水省の「日本の棚田百選」には、

残念ながら入っていないが、カメ

ラで切り撮ってみれば風情豊かな

棚田である。げんなりするほどの

猛暑が続いているが、その中で秋

を待つ姿がさわやかに感じられる。

棚田 25
日
に
消
火
訓
練

子
ど
も
会
が

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど


